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渡わ
た

辺な
べ

幸こ
う

嗣じ

芦
ノ
牧
温
泉
・

大
川
荘
社
長

会
津
若

松
市
大
戸

町
。

歳
。

明
治
大
理

工
学
部
卒
。
Ｉ
Ｔ
系
企
業

勤
務
を
経
て
、
父
が
営
む

大
川
荘
に
入
社
。
今
年
６

月
か
ら
現
職
。
芦
ノ
牧
温

泉
観
光
協
会
活
性
化
委
員

長
な
ど
を
務
め
る
。
趣
味

は
登
山
。

真ま

灯と
う

か
な
た

ス
タ
ジ
オ

Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
代
表

郡
山
市

向

河

原

町
。

歳
。

東
京
都
出

身
、
宝

歌
劇
団
卒
。
元

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
。
歌
と

演
劇
の
講
師
の
傍
ら
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
出
演
。
生
徒

参
加
型
シ
ョ
ー
劇
団
Ｒ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
を
設
立
し
た
。

夢
は
郡
山
の
宝

化
。

高た
か

橋は
し

一か
ず

泰や
す

相
馬
双
葉
漁
協
相
馬

原

地
区
青
壮
年
部
長

相
馬
市

尾
浜
。

歳
。
中
村

二
中
卒
。

中
学
卒
業
後
、

業
の
漁

業
を
継
ぎ
４
代
目
。
幸
喜

丸
船
長
。
平
成

年
か
ら

青
壮
年
部
長
。
若
手
漁
業

者
の
け
ん
引
役
と
し
て
漁

業
復
興
に
尽
力
し
て
い

る
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。

遠え
ん

藤ど
う

葉は

里り

寿す

喜

多

方

市

美
術
館
学
芸
員

喜
多
方

市

字

押

切
。

歳
。

東
北
芸
術

工
科
大
芸
術
学
部
卒
。
美

術
史
や
文
化
財
保
存
修
復

な
ど
を
習
得
し
た
。
早
稲

田
大
で
よ
り
専
門
性
を
深

め
、
平
成

年
４
月
か
ら

現
職
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞

と
ド
ラ
イ
ブ
。

伊い

藤と
う

正ま
さ

保や
す

酒
の
い
と
う
店
主

い
わ
き

市

勿

来

町
。

歳
。

駒
沢
大
経

営
学
部
卒
。大
学
卒
業
後
、

業
の
酒
店
に
入
る
。「
人

と
銘
酒
の
め
ぐ
り
逢
い
」

を
信
条
に
、
日
本
酒
や
ワ

イ
ン
の
個
性
を
客
に
伝
え

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
。

安あ
ん

斎ざ
い

淳
じ
ゅ
ん

石
畑
自
動
車
専
務

二
本
松

市
石
畑
。

歳
。
千

葉
工
大
工

学
部
卒
。
自
動
車
販
売
会

社
を
経
て
平
成

年
に

業
の
石
畑
自
動
車
入
社
。

元
日
本
青
年
会
議
所
東
北

地
区
福
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
長
。
旧
友
に
タ
レ
ン
ト

な
す
び
さ
ん
。

小こ

山や
ま

美み

和か

ゴ
ル
フ
ス
ポ
ッ
ト

モ
ッ
ト
ワ
ン
代
表

本
宮
市

本
宮
。

歳
。
千
葉

県
出
身
、

本
宮
高
卒
。
Ｊ
Ｒ
本
宮
駅

前
の
商
店
街
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
ゴ
ル
フ
店
と
飲

食
店

リ
バ
ー
サ
イ
ド

を

営
み
、
町
お
こ
し
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。旅
行
な
ど
が
趣
味
。

水み
ず

野の

広ひ
ろ

人と
水
野
林
業

古
殿
町

大
久
田
。

歳
。
上

武
大
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
部
卒
。
東
京

で
大
手
衣
料
品
販
売
会
社

に
就
職
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
を
機
に

業
を
継

ご
う
と
決
意
。
平
成

年

に
帰
郷
し
た
。
林
業
を
担

う
若
手
と
し
て
活
躍
。

谷や

田た

部べ

真ま
さ

敏と
し

や
ま
さ
ん
社
長

南
相
馬

市

原

町

区
。

歳
。

東
京
経
済

大
経
営
学
部
中
退
。
フ
ル

ー
ツ
専
門
店
を
経
営
し
て

い
る
。
平
成

年
度
の
原

町
青
年
会
議
所
理
事
長
。

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
や
旅

行

音
楽
鑑
賞
な
ど

肉
体

改
造
を
計
画
し
て
い
る
。

新に
っ

田た

恭
き
ょ
う

平へ
い

牧

師

猪
苗
代

町
字
南
半

坂
。

歳
。

京
都
市
出

身
。
東
北
学
院
大
文
学
部

卒
。
平
成

年
、
長
年
牧

師
が
不
在
だ
っ
た
猪
苗
代

町
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

猪
苗
代
教
会
の
牧
師
と
し

て
赴
任
し
た
。
趣
味
は
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
。

石い
し

川か
わ

ま
ゆ

ア
ッ
プ
ル
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
代
表

国
見
町

藤
田
。

歳
。
桜
の

聖
母
短
大

英
語
科
卒
。
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
語
学

留
学
し
た
。
海
外
の
英
語

教
授
法
の
資
格
を
持
ち
、

ス
ク
ー
ル
な
ど
で
英
会
話

な
ど
を
教
え
て
い
る
。
趣

味
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

星ほ
し

昇
し
ょ
う

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

湯
田
組
事
務
局
長

天
栄
村

湯
本
。

歳
。
東
京

都

立

大

（
現
首
都
大
学
東
京
）
大

学
院
卒
。
東
北
大
Ｅ
Ｉ
Ｍ

Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員

と
し
て
訪
れ
た
湯
本
に
魅

了
さ
れ
永
住
を
決
意
。
写

真
館
主
の
傍
ら
地
域
お
こ

し
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

古ふ
る

市い
ち

貴た
か

之ゆ
き

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

シ
ェ
ル
パ
代
表

楢
葉
町

下
小
塙
。

歳
。
大

東
文
化
大

法
学
部
卒
。
楢
葉
町
や
い

わ
き
市
の
福
祉
施
設
で
介

護
職
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
勤
務
し
た
後
、
平

成

年
４
月
に
楢
葉
町
で

現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設

立
し
た
。
登
山
が
趣
味
。

渋し
ぶ

木き

成
ま
こ
と

渋
木
茶
舗
社
長

白
河
市

本
町
。

歳
。
学
習

院
大
文
学

部
卒
。
創
業
１
３
０
年
の

老
舗
を
切
り
盛
り
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
お
茶
の

魅
力
を
発
信
。
趣
味
は
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
で
、
ラ

イ
ブ
も
こ
な
す
。
茶
道
江

戸
千

も
た
し
な
む
。

本
紙
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

欄
随
筆
「
民
報
サ
ロ
ン
」

の
執
筆
陣
が
来
年
一
月
四

日
か
ら
代
わ
り
ま
す
。
こ

こ
に
紹
介
し
た
第
百
三
十

一
期
の
二
十
人
に
、
四
月

三
十
日
ま
で
健
筆
を
振
る

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

（
右
か
ら
下
へ
掲
載
順
、

敬
称
略
）

第

期
20
人

若わ
か

月つ
き

ち
よ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ

ふ

く

し

ま

理

事

長

福
島
市

矢
剣
町
。

歳
。
県

立
保
育
専

門
学
院
卒
。保
育
所
勤
務
、

育
児
サ
ー
ク
ル
活
動
を
経

て
平
成

年
に
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し

ま
開
設
。

年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
設
立
し
現
職
。
若

者
の
支
援
活
動
を
展
開
。

楠
く
す
の
き

正ま
さ

継つ
ぐ

ま
こ
と
学
園
事
務
長

い
わ
き

市
常
磐
湯

本
町
。

歳
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
ザ
ン
大
ビ

ジ
ネ
ス
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
学
部
卒
。

業

の
学
園
で
英
語
指
導
な
ど

に
携
わ
る
。
地
元
の
青
年

会
に
も
参
加
し
地
域
の
活

力
を
生
み
出
し
て
い
る
。

安あ
ん

斎ざ
い

秀ひ
で

俊と
し

農

業

福
島
市

飯
坂
町
。

歳
。
福

島
大
行
政

社
会
学
部
卒
。

業
の
農

業
を
手
伝
う
傍
ら
、
平
野

農
業
後
継
者
協
議
会
長
を

務
め
て
い
る
。
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
サ
ツ
マ
イ
モ

栽
培
を
行
い
、
農
業
の
魅

力
を
伝
え
て
い
る
。

小こ

松ま
つ

今
日

き
ょ
う

子こ

つ
る
の
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

カ

フ

ェ

店

長

三
島
町

早
戸
。

歳
。
横
浜

市
出
身
。

会
津
短
大
（
現
会
津
大
短

期
大
学
部
）
卒
。
食
品
会

社
を
経
て
平
成

年
か
ら

モ
デ
ル
住
宅
「
つ
る
の
Ｉ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
勤
務
。
カ
フ
ェ

は

年
５
月
に
開
店
し

た
。
栄
養
士
、
調
理
師
。

長は

谷せ

川が
わ

ち
え

雑
貨
屋

ｉ
ｎ
―
ｋ
ｙ
ｏ
店
主

三
春
町

中
町
。

歳
。
千
葉

県
出
身
。

東
京

政
短
大
卒
。
子
供

服
販
売
や
広
告
代
理
店
を

経
て
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し

て
活
躍
。
東
京
・
蔵
前
に

雑
貨
屋
を
開
店
し
、
結
婚

を
機
に
三
春
町
に
移
し

た
。趣
味
は
料
理
と
散
歩
。

竹た
け

内う
ち

樹き

美み

イ
ツ
キ
イ
エ

コ
ウ
ボ
ウ
主
宰

会
津
美

里
町
川
原

町
。

歳
。

一
級
建
築

士
。
関
東
職
業
能
力
開
発

大
建
築
科
卒
。
設
計
事
務

所
な
ど
を
経
て
平
成

年

に
独
立
。
趣
味
は
ア
ン
テ

ィ
ー
ク

具
集
め
な
ど
。

町
の
女
性
ら
で
情
報
発
信

に
取
り
組
む
。
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英
国
を
拠
点
に
活
動
す
る
本

県
ゆ
か
り
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
平

井
元
喜
さ
ん
四
三
は
ロ
ン
ド
ン

の
在
英
日
本
大
使
館
を
訪
れ
、

鶴
岡
公
二
駐
英
大
使
に
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

平
井
さ
ん
は
広
野
町
ゆ
か
り

の
童
謡
「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」

な
ど
で
知
ら
れ
る
作
曲

の
故

・
平
井
康
三
郎
さ
ん
の
孫
。
東

日
本
大
震
災
後
、
三
月
十
一
日

が
誕
生
日
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

使
命
感
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

て
、
被
災
地
や
世
界
各
地
で
約

四
十
回
に
わ
た
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
続
け
て

き
た
。
今
年
七
月
、
益
金
を
県

東
日
本
大
震
災
ふ
く
し
ま
こ
ど

も
寄
付
金
に
寄
付
す
る
と
と
も

に
、
祖
父
が
作
っ
た
市
歌
の
あ

る
須
賀
川
市
を
訪
れ
、
同
じ
く

祖
父
作
曲
の
校
歌
を
持
つ
須
賀

川
三
中
で
演
奏
会
を
開
き
、
生

徒
と
交
流
し
た
。

大
使
館
で
は
そ
れ
ら
の
活
動

を
説
明
。
二
〇
二
〇
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
合
わ
せ
た
「
世
界
を
結
ぶ

民
話
と
音
楽
の
祭
典
」
で
平
井

さ
ん
が
芸
術
監
督
を
務
め
、
福

島
県
の
民
話
も
紹
介
し
た
い
意

向
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し

た
。
鶴
岡
大
使
は
「
何
か
大
使

館
で
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
協
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

平
井
さ
ん
は
県
民
に
「
心
は

一
つ
。
世
界
中
の
人
が
応
援
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
元
気
は

私
た
ち
み
ん
な
の
元
気
で
す
。

今
を
一
緒
に
生
き
、
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

在
英
県
人
会
ロ
ン
ド
ン
し
ゃ

く
な
げ
会
の
満
山
喜
郎
会
長

（
白
河
市
大
信
出
身
）
を
通
し

て
福
島
民
報
社
に
伝
え
た
。

お
江
戸
日
本
橋
か
ら
中
山
道

を
行
け
ば
、
最
初
の
宿
場
は
板

橋

東
京
・
赤

の
板
橋
区
立
美

術
館
は
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
江

戸
美
術
を
収
集
の
柱
の
一
つ
に

し
て
い
る
。
開
催
中
の
「
発
信

／
／
板
橋
／
／
二
〇
一
六

江

戸
―
現
代

一
月
九
日
ま
で
）

は
、
そ
の
江
戸
美
術
を
さ
ら
に

現
代
に
つ
な
げ
る
試
み
だ
。

企
画
者
は
彫
刻

の
深
井
隆

東
京
芸
術
大
教
授
。
彼
を
含
め

七
人
の
作

が
参
加
し
て
い

る
。
奥
畑
実
奈
は
東
京
芸
大
で

彫
刻
を
学
ん
だ
後
、
ネ
イ
ル
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
た
と
い
う

経
歴
の
持
ち
主
。
蒔
絵
（
ま
き

え

螺
鈿

ら
で
ん

な
ど
幕
末

・
明
治
に
海
外
で
評
判
を
呼
ん

だ
「
超
絶
技
法
」
を
受
け
継
ぐ

の
が
「
爪
」
と
い
う
小
さ
な
舞

台
で
あ
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

一
方
、
ベ
テ
ラ
ン
の
清

紀

子
は
歴
史
を
断
ち
切
る
か
の
よ

う
に
版
画
に
鉛
箔（
え
ん
ぱ
く
）

や
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
い
う
武
骨

な
物
質
を
投
入
し
て
き
た
。
企

画
者
は
、
そ
の
異
化
作
用
を
あ

え
て
琳
派
と
結
び
付
け
て
み
せ

る
。
琳
派
の
平
面
意
識
と
作

の
物
質
意
識
を
重
ね
て
見
た
と

こ
ろ
が
炯
眼
（
け
い
が
ん
）
と

い
う
べ
き
か
。
新
作
で
は
、
金

箔
（
き
ん
ぱ
く
）
と
電
気
部
品

の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
江
戸
の
絵
師
・
岩

佐
又
兵
衛
の
洛
中
洛
外
図
に
触

発
さ
れ
た
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｉ
ｏ
山
水

（
東
京
図

二
〇
一
二
）
」
に

加
え
、
新
作
の
円
環
図
を
出
品

し
て
い
る
の
が
山
口
晃
。
禅
画

で
お
な
じ
み
の
円
環
に
街
の
建

物
を
描
き
込
み
、
そ
の
円
が
閉

じ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
雲
で

さ
え
ぎ
っ
た
作
品
は
当
意
即

妙
。
「
新
東
都
名
所
『
芝
の
大

塔
』
」
は
東
京
タ
ワ
ー
を
お
寺

の
塔
に
見
立
て
た
木
版
画
だ
。

企
画
者
・
深
井
の
作
品
は
高

く
掲
げ
ら
れ
た
馬
で
あ
り
、
直

接
江
戸
は
感
じ
さ
せ
な
い
が
、

展
覧
会
の
意
図
す
る
の
は
目
に

見
え
る
形
で
は
な
く
、
歴
史
に

蓄
積
さ
れ
た
技
法
を
現
在
へ
接

続
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
枯
れ
山

水
と
火
星
の
石
を
重
ね
る
川
島

大
幸
、余
白
を
描
く
白
石
顕
子
、

木
彫
・
根
付

ね
つ
け

作

の

人
見
元
基
ら
の
作
品
か
ら
も
そ

の
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
後
世

へ
残
す
べ
き
は
、
洗
練
さ
れ
た

技
法
だ
け
だ
と
言
い
た
げ
だ
。

絵・吉村誠司

黛まどか
煎
茶
か
ら
新
し
い
出
会
い

「
百
年
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

い
（
略
）
き
っ
と
逢
い
に
来
ま

す
か
ら
」
。
夏
目
漱
石
の
小
説

「
夢
十
夜
」
の
第
一
夜
、
夢
の

中
で
会
っ
た
女
は
、
男
に
そ
う

言
い
残
し
て
逝
っ
た
。

二
〇
一
六
年
は
漱
石
の
没
後

百
年
、
一
七
年
は
生
誕
百
五
十

年
に
当
た
る
。
漱
石
は
同
じ
年

に
生
ま
れ
た
俳
人
正
岡
子
規
と

親
交
が
あ
り
、
俳
句
や
漢
詩
も

嗜
（
た
し
な
）
ん
だ
。
大
の
甘

党
で
羊
羹
（
よ
う
か
ん
）
に
目

が
な
か
っ
た
の
は
有
名
だ
が
、

漱
石
が
「
煎
茶
」
に
傾
倒
し
、

文
人
趣
味
の
煎
茶
道
の
精
神
を

称
揚
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。

「
普
通
の
人
は
茶
を
飲
む
も

の
と
心
得
て
い
る
が
、
あ
れ
は

間
違
い
だ
。
舌
頭
へ
ぽ
た
り
と

載
せ
て
、
清
い
も
の
が
四
方
へ

散
れ
ば
咽
喉（
の
ど
）へ
下
（
く

だ
）
る
べ
き
液
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
た
だ
馥
郁
（
ふ
く
い
く
）

た
る
匂
（
に
お
い
）
が
食
道
か

ら
胃
の
な
か
へ
沁
（
し
）
み
渡

る
の
み
で
あ
る
」
。
「
草
枕
」

に
は
喫
茶
の
場
面
が
登
場
す
る

が
、
そ
の
描
写
に
は
並
々
な
ら

ぬ
煎
茶
へ
の
思
い
入
れ
が
窺

（
う
か
が
）
え
る
。

そ
も
そ
も
茶
は
中
国
か
ら
仏

教
と
共
に
日
本
に
伝
播
（
で
ん

ぱ
）
し
、
や
が
て
茶
の
湯
と
し

て
武

社
会
で
珍
重
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
一
方
煎
茶
は
、
室

町
時
代
後
期
か
ら
日
本
で
も
意

識
さ
れ
始
め
る
。
や
が
て
江
戸

中
期
に
、
禅
僧
で
後
に
売
茶
翁

（
ば
い
さ
お
う
）
と
呼
ば
れ
た

柴
山
元
昭
が
当
時
の
仏
教
界
や

茶
の
湯
へ
の
批
判
と
し
て
、
京

で
道
行
く
人
に
煎
茶
を
呈
し
、

喫
茶
の
習
慣
を
庶
民
に
広
め

る
。
彼
の
茶

（
ち
ゃ
え
ん
）

に
は
伊
藤
若
冲
、
池
大
雅
、
曽

我
蕭
白
を
は
じ
め
多
く
の
文
人

墨
客
が
集
い
清
談
を
交
わ
し

た
。江
戸
後
期
に
は
上
田
秋
成
、

田
能
村
竹
田
、
頼
山
陽
ら
が
煎

茶
に
魅
了
さ
れ
る
。
煎
茶
は
清

雅
を
好
む
文
人
の
証
し
で
あ
っ

た
。し
か
し
日
清
戦
争
を
機
に
、

中
国
来
歴
の
煎
茶
は
衰
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

一
五
年
十
一
月
よ
り
、
京
都

新
聞
で
「
漱
石
と
歩
く
京
都
―

煎
茶
と
の
出
会
い
」
の
連
載
が

始
ま
っ
た
。
小
川
流
煎
茶
六
代

元
の
小
川
後
楽
氏
の
執
筆

で
、漱
石
が
訪
ね
た
京
都
を「
煎

茶
」
と
い
う
視
点
で
た
ど
る
。

小
川
流
で
は
流
祖
以
来
の
「
滴

々
の
茶
」
を
受
け
継
ぎ
、
一
滴

の
茶
味
を
大
切
に
す
る
。
私
自

身
初
め
て
「
滴
々
の
茶
」
を
い

た
だ
い
た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
旨
味
（
う
ま
み
）
が

凝
縮
さ
れ
た
茶
の
雫（
し
ず
く
）

は
甘
露
と
な
っ
て
口
中
に
広
が

り
、
清
風
が
身
ぬ
ち
を
駆
け
抜

け
た
。
ま
さ
に
「
草
枕
」
の
茶

は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

連
載
に
よ
る
と
漱
石
は
京
都

で
煎
茶
道
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

歩
い
て
い
る
。
少
し
不
可
解
な

足
取
り
も
、
煎
茶
の
視
座
で
捉

え
る
と
た
ち
ま
ち
点
が
線
に
な

り
合
点
が
い
く
。
私
は
、
百
年

を
経
て
新
し
い
漱
石
に
出
会
っ

た
よ
う
な
喜
び
を
覚
え
た
。
煎

茶
的
精
神
に
生
き
た
文
人
の
系

譜
に
連
な
る
こ
と
は
す
な
わ
ち

社
会
批
判
の
目
を
持
つ
高
潔
な

文
人
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
で

も
あ
る
。
果
た
し
て
漱
石
の
目

に
今
の
日
本
は
ど
う
映
る
だ
ろ

う
か
。

一
六
年
九
月
、
小
川
後
楽
氏

が
急
逝
さ
れ
、
連
載
は
や
む
な

く
休
止
と
な
っ
た
。
余
命
を
悟

っ
て
い
ら
し
た
の
か
、
こ
こ
数

年
は
膨
大
な
資
料
を
基
に
漱
石

の
研
究
に
傾
注
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
高
邁
（
こ
う
ま
い
）
な

精
神
で
煎
茶
道
の
講
究
に
生
涯

を
捧
（
さ
さ
）
げ
た
氏
も
ま
た

売
茶
翁
の
系
譜
に
連
な
る
。
漱

石
と
小
川
氏
の
白
玉
楼
で
の
邂

逅
（
か
い
こ
う
）
を
願
う
ば
か

り
だ
。

洗
練
さ
れ
た
技
法
現
代
へ

東
京

江
戸

｜

現
代

展

清

紀
子

「
空
路
１
９
９
２
｜
Ｅ
」

山
口
晃
「
新
東
都
名
所
『
芝
の
大
塔
』
」

奥畑実奈

華爪2016

ピアニスト・平井元喜さん

駐英大使に支援活動説明

ロンドンの在英日本大使館で、鶴岡大使

に復興支援活動を説明する平井さん（左）

郁郁

ま
ゆ
ず
み
・
ま
ど
か

俳
人
。

１
９
６
２
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。

句
集
「
京
都
の
恋
」
で
山
本
健
吉

文
学
賞
。
「
日
本
再
発
見
塾
」
呼

び
掛
け
人
代
表
、
北
里
大
客
員
教

授
。
著
書
に
「
ふ
く
し
ま
讃
歌
」

「
引
き
算
の
美
学
」
な
ど
。
福
島

民
報
に
「
ふ
く
し
ま
を
詠
む

黛

ま
ど
か
の
俳
句
紀
行
」
を
連
載
。

林
景
一
前
駐
英
大
使
六
五
は

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
実
情
や
世

界
へ
の
影
響
な
ど
を
考
察
し
た

「
イ
ギ
リ
ス
は
明
日
も
し
た
た

か
」
を
出
版
し
た
。
今
年
五
月

ま
で
駐
英
大
使
と
し
て
日
英
外

交
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
た

第
一
人
者
の
目
か
ら
、
英
国
の

政
治
・
経
済
や
社
会
、
国
民
性

を
冷
静
に
分
析
。
豊
富
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
通
し
て
老
練
な
外
交

大
国
の
政
治

や
国
民
の
生
々

し
い
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
く

る
。
日
米
関
係
中
心
に
な
り
が

ち
な
日
本
人
の
世
界
観
に
新
た

な
視
点
を
提
示
す
る
一
冊
だ
。

著
書
は
、
「
英
国
Ｅ
Ｕ
離
脱

の
衝
撃
〜
で
も
英
国
は
終
わ
ら

な
い
」
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
真
実
〜

優
遇
で
も
国
民
は
不
満
」
「
Ｅ

Ｕ
離
脱
交
渉
の
今
後
」
「
英
国

は
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
恐
れ
て
は
い
な

い
」
「
戦
争
を
し
な
い
た
め
の

世
界
秩
序
構
築
」
「
世
界
秩
序

激
変
で
〝
日
英
同
盟
〞
の
す
す

め
」
の
六
章
で
構
成
。

英
国
は
古
く
か
ら
日
本
の
近

代
化
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
今
も
世

界
の
金
融
の
中
心
で
あ
り
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
情
報
能
力

を
有
す
る
。
米
国
と
特
別
に
緊

密
な
関
係
を
保
ち
、
有
事
に
は

英
国
の
態
度
が
諸
国
の
判
断
基

準
と
な
る
。
こ
う
し
た
背
景
を

説
明
し
、
歴
史
的
・
国
際
的
な

視
野
か
ら
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
軸
に
し

た
英
国
の
将
来
や
ト
ラ
ン
プ
新

大
統
領
の
米
国
、
世
界
情
勢
な

ど
を
展
望
し
た
。

日
本
に
と
っ
て
、
米
国
と
の

緊
密
な
同
盟
と
い
う
立
場
を
共

有
し
多
く
の
国
際
問
題
で
共
通

の
立
場
を
取
る
英
国
は
絶
好
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
指
摘
。

「
し
た
た
か
な
外
交
政
策
で
苦

境
を
勝
利
に
転
換
し
て
い
く
能

力
に
た
け
る
英
国
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
多
い
」
と
説
く
。

悟
空
出
版
刊
。
四
六
判
、
二

百
七
十
二
㌻
。
千
四
百
円
（
税

別
）
。

林
氏
は
山
口
県
出
身
。
京
都

大
法
学
部
卒
。
一
九
七
四
年
に

外
務
省
に
入
省
し
条
約
局
長
、

国
際
法
局
長
な
ど
を
経
て
二
〇

〇
五
年
〜
〇
八
年
に
駐
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
大
使
。
大
臣
官
房
長
、

内
閣
官
房
副
長
官
補
を
経
て
二

〇
一
一
年
か
ら
一
六
年
五
月
ま

で
駐
英
大
使
を
務
め
た
。

在
任
中
、
東
日
本
大
震
災
と

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

後
に
県
内
を
視
察
し
、
英
国
で

復
興
を
支
援
。
福
島
民
報
社
の

復
興
大
使
派
遣
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
・
ホ
ー
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
の
福
島
庭
園
開
園
に

尽
力
し
た
。
園
内
に
は
天
皇
陛

下
の
お
言
葉
の
碑
も
建
立
さ
れ

た
。
昨
年
、
英
国
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
王
子
に
同
行
し
来
県
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
世

界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、

被
災
地
を
支
え
続
け
て
い
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
は
明
日
も
し
た
た
か
」
の
表
紙
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新
た
な
世
界
観
提
示

前駐英大使

（１５）（１５）


